
 
  Ⅲ 調査結果 
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（４）対処行動の違い 
 

学生・生徒に比べて社会人では「ほとんど解決しなかった」割合が 9.7 ポイント高い。

また、社会人になると「どうせ何も変わらないから」何もしなかった人が約半数にのぼる

（51.3％）。

対処行動を何もしなかった理由（複数回答）【ベース：問題に対処しない者】
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（％）

対処行動後の解決状況【ベース：問題対処行動者】
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